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平均給料月額（平成21年4月 1日現在）

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月 1日現在）

給与の種類と内容（平成21年12月 1日現在）

歳出に占める人件費の状況給与費の状況
（平成20年度普通会計決算 ）（平成20年度普通会計決算 ）

※本市の特殊性を考慮し、住居手当は国の支給方法と異なっています。

経験年数別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成21年4月 1日現在）

一般行政職（大卒） 一般行政職（高卒）

消防職

福祉職

看護・保健職

単労職（学校給食）

一般行政職

309,800円 （平均年齢 37.3 歳）

312,400円 （平均年齢 41.9 歳）

296,400円 （平均年齢 39.0 歳）

237,800円 （平均年齢 49.4 歳）

321,600円 （平均年齢 42.9 歳）

初任給の状況（平成21年4月 1日現在）

消防職（大卒）

福祉職（大卒）

看護・保健職（大卒）

単労職（高卒）

一般行政職（大卒）

195,700円

184,200円

198,300円

129,200円

172,200円

256,400円256,400円

296,800円296,800円

359,700円

224,500円

266,500円

314,100円

224,500円

266,500円

314,100円

経験年数10年
経験年数15年
経験年数20年

給与

■問合せ先　総務部　総務課　人事給与担当　☎ 055（262）4111

計 28,210,784千円�

100%

4,864,967
17.3%

4,297,808
15.2%

3,449,320
12.2%

8,909,291
31.6%

4,297,808
15.2%

計 3,522,707千円

職員１人当たり
給与費 5,910千円

100%�

2,236,944
63.5%

357,307
10.1%
357,307
10.1%

928.456
26.4%

6,686,398
23.7%

3,449,320
12.2%

8,909,291
31.6%

人件費

その他

扶助・補助費

公債費

投資的経費

単位：千円

給料

諸手当

期末・勤勉手当

単位：千円

※「笛吹市の給与・定員管理等について」は、市ホームページでご覧いただけます。
（注）1　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職
　員を除いています。�

市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めるため、地方公務員法や市の条例に基づき、職

員数、給与その他の人事に関する運営状況についてお知らせします。

一般行政
部門

区分 職員数
対前年増減数 主な増減理由

平成20年 平成21年部門

特別行政
部門

公営企業
会計部門

合計

議会
総務
税務
農林水産
商工労働
土木
民生
衛生

6�
142
37
22
10
33
141
39
430
96
82
178
26
17
32
75
683

6
139
37
21
10
33
142
38
426
88
83
171
25
17
32
74
671

0
△ 3
0

△ 1
0
0
1

△ 1
△ 4
△ 8
1

△ 7
△ 1
0
0

△ 1
△ 12

支所担当の削減他

交流職員の異動による減

保育士採用
退職者の不補充（保健師）

退職者の不補充（調理員、学校司書）
消防職員採用

水道企業団派遣職員派遣解除他

教育
消防

水道
下水道
その他

小計

小計

小計

特殊な職務や特殊な勤務

についたとき実績に応じ

て支給されるもの

臨時に支給されるもの

毎月きまって支給

されるもの

○給料・・・・・・・・・・・・・・・・�

○扶養手当・・・・・・・・・・・・�

○住居手当・・・・・・・・・・・・�

 

 

○通勤手当・・・・・・・・・・・・�

○その他・・・・・・・・・・・・・・

職種や職務に応じた給料表に定める額�

【配偶者】13,000円 【その他】6,500円�

【借家の場合】家賃が12,000円 を超える時に

支給し、家賃の額に応じ最高27,000円 まで

【持ち家の場合】4,000円 

運賃55,000円 までは全額、55,000円超は

2分1 を支給

自動車使用者は、通勤距離に応じ支給

へき地手当など�

○期末・勤勉手当・・・・・・・・�
 
 
○退職手当・・・・・・・・・・・・�
 

ボーナスに相当する手当�
（年間4.15 カ月）�
（再任用職員　2.20 カ月) 
 退職した時�
（勤務年数に応じ0.6～59.28 カ月）�

○特殊勤務手当・・・・・・・・�

 

 

 

 

 

 

○時間外勤務手当・・・・・・・�

○その他・・・・・・・・・・・・・・�

危険・困難・不健康な勤務についた時�
・防疫等作業手当：作業1日につき290円
・行旅病人取扱手当：病人1人1,800円、
　死体1体6,000円
・救急業務従事手当：出動１回につき200円
・救急救命士従事手当：１カ月につき5,000円
・災害業務従事手当：出動1回につき500円

　（梯子自動車等を使用しての高所活動に従事）

正規の勤務時間を超えて勤務した時�

管理職手当など�
管理職手当：管理または監督の地位にある職員
のうち、その職務の特殊性に基づき規則で定め
られた職にある者に支給
（役職に応じて25,400円～78,250円 を支給） 
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平成21年分「所得税」の確定申告と平成22年度分「市県民税」の申告相談および受付が始まります。 
 
 
石和町・春日居町については、特に行政区の指定はありませんので期間内に確定申告を行ってください。 
石和町の申告会場は、市役所本庁から市役所南館1階大会議室に変更となりました。春日居町の申告会
場は、春日居支所です。 

■問合せ先 
・市総務部　税務課　市民税担当 
　☎055（262）4111 
・山梨税務署　個人課税担当 
　☎0553（22）1411

確定申告受付日程表 
 

2月16日（火） 
  

17日（水） 
  

18日（木） 
  

19日（金） 
  

22日（月） 
  

23日（火） 
  

24日（水） 
  

25日（木） 
  

26日（金） 
  

3月  1日（月） 
  

2日（火） 
  

3日（水） 
  

4日（木） 
  

5日（金） 
  

8日（月） 
  

9日（火） 
  

10日（水） 
  

11日（木） 
  

12日（金） 
  

15日（月） 

午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 
午前9時～11時 
午後1時～4時 

二之宮 
 
夏目原 
 
金川原 
 
井之上 
 
下井之上 
県営団地 
八千蔵 
尾山 
蕎麦塚 
国衙 
下野原 
栗合 
藤野木・新田・立沢 
戸倉・十郎 
新上宿・坂野 
道場・駒留 
若宮 
八反田 

下黒駒 
 
成田 
 
成田 
下成田 
竹居 
大野寺 
二階 
 
 

 
 
 

末木 
 
坪井 
 
石・南野呂 
 
中尾 
 
下矢作・竹原田 
 
市之蔵・金沢 
 
田中 
 
本都塚・神沢 
 
国分 
 
一ノ宮・東新居 
 
北都塚・東原 
 
小城・塩田 
 
金田・土塚 
 
千米寺・上矢作 
 
北野呂・地蔵堂 
 
新巻・狐新居 
 

南（1～4組） 
南（5～10組） 
南（11～14組） 
南（15～20組） 
南（21～24組） 
南（25～34組） 
南（35組～） 
北（1～4組） 
北（5～7組） 
北（8～12組） 
北（13～15組） 
北（16～21組） 
北（22～27組） 
北（28組～） 
高家（1～4組） 
高家（5～10組） 
高家（11組～） 
岡（3～4組） 
岡（1～2組） 
岡（5～7組） 
岡（8～10組） 
岡（11組～） 
増田（1～2組） 
増田（3～5組） 
増田（6組～） 
奈良原（全） 
竹居（1～5組） 
竹居（6組～） 
永井（1～2組） 
永井（3～5組） 
永井（6組～） 
米倉（1～3組） 
米倉（4～5組） 
米倉（6組～） 

大黒坂 
 
小黒坂 
 
小黒坂 
 
小山 
 
前間田 
 
前間田 
 
石橋 
 
石橋 
 
石橋 
三椚 

大坪・境 
 
大窪 
藤垈 

藤垈 
 
藤垈 
 
原 
 
原 
 
上寺尾 
 
中寺尾・間門 
 
 

 
 
 
 
上芦川 
 
新井原 
 
 
 
 
 
 
 
中芦川 
 
鶯   宿 

日　　程 受付時間 
申　告　会　場　・　行　　　政　　　区 

御　坂　町 一　宮　町 八　代　町 境　川　町 芦　川　町 
御坂支所 一宮支所 八代支所 境川防災センター 芦川支所 

予備日 
予備日 

予備日 予備日 

平
成
21
年
中
の
公
的
年
金
な
ど
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
、
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
お
よ
び

介
護
保
険
料
が
還
付
ま
た
は
増
額
に
な

っ
た
方
は
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
料

の
金
額
」
と
「
確
定
申
告
で
控
除
で
き

る
社
会
保
険
料
の
金
額
」
が
異
な
り
ま

す
。
 

確
定
申
告
の
際
は
、
領
収
書
や
振
替

口
座
の
通
帳
な
ど
で
金
額
を
確
認
し
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

金
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
課
・
介
護
保
険
課
ま
た
は
各

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先
　
 

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

長
寿
医
療
担
当
・
国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

・
保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

介
護
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3
 

 

社
会
保
険
料
控
除
金
額
に
ご
注
意
を
 

医
療
保
険
の
正
し
い
適
用
の
た
め
必
ず
 

所
得
の
申
告
を
 

 

最
近
、
せ
ん
定
枝
や
枯
れ
草
な
ど
の

野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
が
市
役
所
に
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
営

む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の（
せ
ん
定

枝
な
ど
）等
の
焼
却
は
、
野
外
焼
却
禁

止
の
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て
近
隣
に
配
慮
せ
ず
焼
却
す
る

と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
煙
で
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

や
む
を
得
ず
せ
ん
定
枝
等
を
焼
却
す

る
場
合
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
近

隣
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
、
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
○
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
り
そ
う
な
場
合

は
、
野
焼
き
を
行
う
前
に
一
言
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。
 

○
住
宅
周
辺
で
の
野
焼
き
は
で
き
る
だ

け
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

○
周
辺
に
住
宅
が
な
く
て
も
、
風
の
無

い
日
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

○
少
量
ず
つ
焼
却
し
、
煙
の
で
な
い
よ

う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

  

   市
で
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
 

想
」
を
策
定
し
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス

の
チ
ッ
プ
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

そ
の
一
環
と
し
て
、
せ
ん
定
枝
の
野

焼
き
に
よ
る
環
境
や
住
民
生
活
へ
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
野
焼
き
を
減
ら

し
、
た
い
肥
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
財

政
的
な
支
援
と
し
て
、「
せ
ん
定
枝
粉

砕
機（
チ
ッ
パ
ー
）の
共
同
購
入
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
■
補
助
金
の
交
付
要
件
な
ど
 

○
対
象
 

1
グ
ル
ー
プ
5
経
営
体
以
上
で
市
内

の
農
業
者
 

○
補
助
率
 

2
分
の
1
以
内（
最
大
50
万
円
）
 

○
募
集
台
数
 

予
算
の
範
囲
内
 

 詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
 

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

せ
ん
定
枝
の
焼
却
に
は
ご
注
意
を
 

国
民
健
康
保
険
・
長
寿
医
療
保
険
な

ど
で
は
、
所
得
額
に
よ
り
保
険
税（
料
）

が
軽
減
適
用
さ
れ
た
り
、
入
院
の
際
、

病
院
で
の
窓
口
負
担
額
が
少
な
く
な
る

と
い
っ
た
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
、
医
療
保
険
加
入
者
だ
け
で
な
 

く
、
世
帯
主
や
他
の
世
帯
員
の
所
得
で

も
判
定
し
ま
す
。
 

本
来
な
ら
制
度
が

適
用
さ
れ
る
は
ず
が
、

所
得
が
不
明
な
た
め

適
用
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
、
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
方
以
外
に
つ
い
て
は
、
収
入
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
定
申
告
な
ど

で
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
な
お
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
さ

れ
る
場
合
も
所
得
申
告
は
必
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
 

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

ま
た
は
各
支
所
 

せ
ん
定
枝
粉
砕
機（
チ
ッ
パ
ー
）の
 

共
同
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
 

○指定された日時に都合の悪い方は、予備日をご利用ください。        
○日曜確定申告会場を、2月21日（日）・28日（日）午前9時～11時・午後1時～4時に市役所南館1階会場のみ
開設します。市内全域が対象ですので、ご利用ください。  
■確定申告上の注意点        
○e-Tax作成コーナーを市役所南館1階会場に開設しますのでご利用ください。ただし、事前に電子証明書
等の準備が必要です。        
○土地・建物等の譲渡所得のある方は、直接税務署で申告してください。        
○申告した内容は、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療
保険料などの保険料の算定や負担区分の判定などに必要な賦課資
料になります。        
○申告不要の上場株式の配当または譲渡所得があった方は、確定申
告をすると、所得税、市･県民税が還付されることがありますが、
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの保険
料の算定や負担区分の判定などにおける所得金額に算入されます。 
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バナー広告 

バナー広告 
バナー広告 
バナー広告 
バナー広告 

バナー広告枠 

広告掲載イメージ（観光ページ） 

※広告は左端と右上に、順番に表示されます。 

「
笛
吹
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
笛
吹
市
の
観
光
振
興
を
推

進
す
る
た
め
の
基
本
構
想
で
す
。
 

市
で
は
、
策
定
委
員
会
・
検
討
会
で

協
議
を
重
ね
、「
笛
吹
市
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン（
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）、
策
定
委
員
会

で
の
審
議
を
経
て
、
3
月
下
旬
に
「
笛

吹
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。
 

 
■
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）閲
覧
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
観
光
商

工
課
窓
口（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

 
■
意
見
募
集（
閲
覧
）期
間

2
月
24
日（
水
）ま
で
 

　
 

■
意
見
提
出
方
法

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提

出
用
紙
」
に
記
入
し
、
電
子
メ
ー
 

ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
ま
た
は
窓

口
持
参
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
用
紙
に
は
、「
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
 

用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
観

光
商
工
課
観
光
企
画
担
当
窓
口
で
お

受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。
 

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。
 

 
■
意
見
の
取
り
扱
い

い
た
だ
い
た
意
見
は
、
そ
の
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
と
と
も
に
公
表

し
ま
す
。
 

な
お
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
個
人

に
関
す
る
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
 

 
■
提
出
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
8
5
1
0
 

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
 

笛
吹
市
役
所
　
産
業
観
光
部
 

観
光
商
工
課
　
観
光
企
画
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

Fax
0
5
5（
2
6
2
）8
5
0
7
 

電
子
メ
ー
ル
 

p
-k
an
k
oh
@
city
.fu
efu
k
i.lg
.jp
 

  

笛
吹
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）へ
の
意
見
募
集
 

■問合せ先　経営政策部　経営企画課　広聴広報担当　☎055（262）4111

バナー広告掲載事業者募集 
 
4月から市ホームページに広告掲載を希望する事業者を募集します。 
  
■掲載期間 
平成22年4月1日～平成23年3月31日までの1年間 
■掲載ページ・掲載料（年額）
○市政・暮らし・事業者ページ　各10万円 
○観光ページ　　　　　　　　　　16万円 
■提出書類
○有料広告掲載申込書 
申込書は、市ホームページからダウンロード
するかまたは経営企画課でお受け取りください。 
○添付書類 
事業内容がわかる書類、リンク先のページのコ
ピー、バナー広告の原案 
■受付場所　経営企画課　広聴広報担当 
※持参のみ受け付けます。 
■申込受付期間　2月1日（月）～15日（月） 
　　　　　　　（土・日、祝日を除く） 

笛吹市観光振興ビジョン（案） 
はじめに 基本的視点

方針5

方針7

おわりに 今後にむけて

方針1

方針2

方針3

方針4 ユニバーサル“情報”デザイン
～あらゆる人にこたえる情報提供整備～

○地元のコア情報の収集･発信体制整備 
○情報提供媒体･ツールの開発 
○Face to Face の観光案内の徹底 
 

笛吹“つながり”の創出
～リサーチ&プロモーションの推進～

○観光動向調査の実施 
○プロモーション対象の設定と実施 
○観光客と直接つながる仕組みづくり 
 

あたたかくお迎えする人づくり
～笛吹観光教育の推進～

○市民の情報共有の推進　 
○観光教材の開発と提案促進 
○おもてなしの心の醸成（市民総ガイドの実現） 
 

創発を生むネットワークづくり
～観光効果を最大化する異業種連携～

○異業種交流の場の創出　 
○中間的役割を担う組織の強化 
○異業種連携事業の創出 
 

 
暮らしたくなる旅の地　笛吹桃源郷を目指して
○笛吹ファンとのつながり強化 
○滞在促進から2地域居住･定住化促進 

笛吹＝温泉×果物×歴史の再確認とシナリオづ
くり

○メインイメージ：温泉（石和・春日居）・果
物（桃・ぶどう）・歴史（甲斐国千年の都） 
○サブイメージ：笛吹川・水、花・景観、星・
夜景、健康・美容など 
 

笛吹の風景づくり
～地域資源の発掘と保全～

○市民による地域資源の棚おろし　 
○伝えたい風景･景観の選定と整備 
○環境容量をふまえた目標設定（上限として
の目標設定） 
 

「百人百葉」の笛吹体験づくり
～笛吹を楽しむ100のプラン提案～

○ターゲット設定と地産地消の観光ネタづく
り 
○体験･学習観光100選 
○市民による楽しみ実践（テストマーケティ
ング） 
 

甲斐国の都づくり　～歴史・地理を
生かした広域観光ルート整備～

○広域観光テーマの設定 
○インバウンド観光の推進 
○着地型旅行商品の造成 

方針6
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帯電した塗料で塗装する
ための静電塗装機

プレミアム缶ワイン

「
市
民
協
働
」
と
「
男
女
共
同
参
 

画
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ
で
共
同
開
催
さ

れ
る
、
初
め
て
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
か
れ
ま
す
。
 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
発
見
と

交
流
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
協
働
・
男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
紹
介

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

■
日
時

2
月
28
日（
日
） 

午
前
9
時
か
ら
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
 

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
 

※
詳
細
は
、
各
支
所
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
る
チ
ラ
シ
か
、「
よ
っ
ち
ゃ
ば

る
ネ
ッ
ト
笛
吹（
市
民
活
動
支
援
課

が
運
営
す
る
市
民
活
動
・
地
域
づ
く

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
）」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

h
ttp
s://op

en
city
.jp
/fu
efu
k
i/

 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

市
で
は
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、
事
業
資
金
の
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
融
資
に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
  
 
 
 

①
無
担
保
・
無
保
証
人
の
融
資
制
度
で
 

す
。
  
 

②
融
資
の
保
証
料
は
県
と
市
で
全
額
負

担
し
ま
す
。
 

③
金
融
機
関
に
支
払
っ
た
利
息
の
う
ち

1
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
の
補
助
を

行
い
ま
す
。
 

 
■
貸
し
付
け
条
件

下
の
表
を
参
照
 

 
■
利
用
で
き
る
方

①
 

・
個
人
の
場
合
 

申
込
日
以
前
１
年
以
上
市
内
に
住
所

を
有
し
、
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年

以
上
営
ん
で
い
る
方
  

・
法
人
の
場
合
 

申
込
日
以
前
１
年
以
上
市
内
に
同
一

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
  
 
 
 

 ②
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象

と
な
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
 

③
申
込
日
に
お
い
て
納
期
が
過
ぎ
て
い

る
市
民
税
（
所
得
割
）
を
完
納
し
て

い
る
方
  
 
 
 
 

 ④
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人（
商

業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
５
人
）以
下
の

方
  

■
利
用
で
き
る
金
融
機
関
（
市
内
の
支

店
の
み
取
り
扱
い
）

○
山
梨
中
央
銀
行
 

○
山
梨
県
民
信
用
組
合
 

○
山
梨
信
用
金
庫
 

○
甲
府
信
用
金
庫
 

 ■
申
込
締
切

2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
末
日
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課
 

商
工
労
働
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 
このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

昭和14年、プラスチックの成形業として創業
してから、平成21年で70年を迎えました。創業
当初は、黒電話や電話交換機の部品成形がメイ
ンでしたが、現在は、主に航空機や自動車向けに、
高強度で熱や薬品に侵されにくいプラスチック
部品類を製造しています。 
 
創る！造る！作る！ 「お客様の着想を製品に
する」 
物作りの喜びをずっと持ち続けて、技術をお
客様へ届けます。 
 

昭和45年創業以来、「信頼と誠実」をモット
ーに、サッシ、ロック、機械
部品等の焼付塗装を続けて
きました。あらゆるニーズ
に応えるため日々努力を続
け、技術レベルの向上に努
めています。 
 
量産品のみならず多種小ロット品まで、お客
様のどんなご相談にも技術と真心で対応してい
きます。 

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

昭和27年創業以来、着実に進歩し続けるワイ
ンと伝統の製法で作るリキュー
ルをメインに製造しています。
平成20年10月には、世界初の飲
用カップ付きニューボトル缶ワ
イン「プレミアム缶ワイン」を
発売しました。 
 
一層良質な国産ワイン製造を目指し、また、
お客様に安心・安全を届けられるよう、日々品
質向上に努めていきます。 

明治18年の創業以来、「本物のワインを作るに
は本物のぶどうを育てること」
の教えを守り、最高品質へのこ
だわりと理念を今日まで受け継
いでいます。また、自社農園の
開拓、ぶどうの改良、ヨーロッ
パ品種の導入なども行い、格式と風格あるワイ
ンを作り続けています。 
 
地元栽培のぶどうを使用したスパークリング
ワイン等、今後も和食との相性が良くバランス
のとれたワイン作りをしていきます。 

貸し付け条件 ※1企業の貸し付け総額は750万円が限度となります。 

資金種類 資金使途 利用限度額 利率（％） 貸し付け期間および返済方法 

小規模企業者 
小口資金 

該当金融機 
関の定める 
ところ 

普通資金 
 

（運転資金） 

緊急資金 

普通資金 
 

（設備資金） 

750万円 

750万円 

50万円 

5年以内・元金均等月賦返済 

7年以内・元金均等月賦返済 

1年以内・元金均等月賦返済   
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青山家墓地

島田富重郎の墓

このコーナーでは、男女共同参画推進委員会の広報
委員が、個性と能力を発揮し、自分らしく輝いている
人にスポットをあて紹介します。

今年度の芦川小学校の児童数は15人、教職員は9人です。豊か

な自然に恵まれた環境の中で、温かな地域の人々や保護者の期待

に応え、先生方が一丸となって「自ら学び、自ら考え、主体的に活動

できる子どもを育てる」ことを目指して実践しています。 

推進委員がお伺いした日は、初冬の日差しが暖かい日で、校庭には、

児童たちが小さい種から育てたパンジーやビオラが、あふれんばかり

に植えられていました。このパンジーやビオラは、近々、子どもたちの

手で芦川町内の公共施設に運ばれると、極楽寺先生がうれしそう

に話してくれました。 

　「芦川の地域の子どもですから、芦川を誇りに思える子どもに育っ

てほしい。そのためにこんなことをしています」と極楽寺先生が紹介してくれたのが、毎年11月に行われる

ほかほか祭です。ほかほか祭は、昭和59年度に開催されたこんにゃく祭がきっかけとなった祭りで、学校と

地域を結ぶ祭りとして、芦川小学校にずっと引き継がれてきたとのことです。 

ほかほか祭の準備は、夏休みから始まるそうです。夏休み中に炭焼きの原木倒しを実施。地域のお年

寄りに指導していただきながら、学校所有の炭焼き体験窯で立派な炭を焼き上げます。 

祭り当日は、ほかにも数多くの催しが行われ、昼食には、学校農園で栽培したコンニャクイモやサツマイモ

などを使った手づくり料理がふるまわれます。今年も130人の地域の方や保護者の皆さんが来校され、盛

大に開催されたとのことです。 

最後に、極楽寺先生は、「女性管理職の数は少ないけれど、子ども一人ひとりを人格を持った一人の人

として見つめ、その子の持つ能力をどう引き出すかということを考えながら教育に携わっていきさえすれば、

おのずとポストはついてくるものだと思います。若い先生たちの挑戦に期待しています」と話されました。 

 

極楽寺先生から大変貴重なお話を聞くことができました。ほかほか祭の様子を話してくださった
時の極楽寺先生の温かい笑顔と、芦川小学校の子どもたちの生き生きとした笑顔が印象的でした。
今回お聞きしたお話を、これからの推進活動に役立てていきたいと思います。

2月28日（日）、いちのみや桃の里ふれあい文化館で行われる市民協働・男女共同参画フォーラムに、推進
委員会が参画します。ぜひ、ご来場ください。 

今回は、教育現場で活躍する女性として芦川小学校校長の極楽寺真理子先生にお話を聞きました。
現在、県内の小・中学校は290校 あり、そのうち女性の校長先生（相当職を含む）は21人、教頭
先生は41人 です。市内では、女性の校長先生は極楽寺先生のみ、また、教頭先生は2人が活躍され
ています。 

極楽寺真理子先生 

吹ちゃん笛ちゃん

石和南小と春日居小で 
活躍中だそうよ。教頭先生の 
お話も聞きたいわね～ 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

2人の女性教頭先生は 
どこの学校にいるのかな？ 

　
今
回
は
、
笛
吹
市
指
定
文
化
財
の
二
つ
の
墓
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

　
一
つ
目
は
、
春
日
居
町
熊
野
堂
字
市
道
に
あ
る

青
山
家
墓
地
で
す
。
こ
の
墓
地
に
は
、
20
基
以
上

の
石
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
3
基
が

市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
中
央
の
も
の
が
、

最
大
の
大
き
さ
で
す
。
 

　
こ
の
墓
地
に
あ
る
石
塔
の
形
式
を
五
輪
塔
と
い

い
ま
す
。
五
輪
塔
は
そ
の
名
の
と
お
り
5
つ
の
部

位
か
ら
成
り
、
上
か
ら
順
に
空
輪
・
風
輪
・
火
輪
・

水
輪
・
地
輪
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
大

の
五
輪
塔
の
全
部
位
に
梵
字（
ぼ
ん
じ
・
古
代
イ
ン

ド
の
文
字
）が
刻
ま
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
す
。

こ
の
形
式
の
石
塔
は
、
中
世（
主
に
鎌
倉
時
代
と
室

町
時
代
）に
数
多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
す

べ
て
の
人
の
墓
に
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
有
力
な
人
に
だ
け
墓
が
造
ら
れ
る
時
代
で

し
た
。
で
す
か
ら
、
青
山
家
墓
地
は
、
熊
野
堂
あ

た
り
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
有
力
な
人
物
の
墓
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 　

中
世
、
熊
野

堂
を
含
む
こ
の

地
域
周
辺
は
、

陵
辺
荘
（
お
か

べ
の
し
ょ
う
）

と
い
う
荘
園
で

あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら

の
石
塔
は
、
当

荘
園
に
か
か
わ

る
有
力
な
人
物
の
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
熊
野
堂
村
の
名
主
で
あ
っ
た
青
山
家
の

先
祖
の
墓
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
現
在
も
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
山
家
の
先
祖
は
、
陵
辺

荘
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
有
力
な
人
物
だ
と
い
え

ま
す
。
 

　
二
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
石
和
町
の
大
蔵
経

寺
内
に
あ
る
島
田
富
重
郎
の
墓
で
す
。
島
田
富
重

郎
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
松
本
村
の

名
主
を
務
め
た
人
で
す
。
ま
た
、
こ
の
人
物
は
、

明
治
5
年（
1
8
7
2
）に
起
こ
っ
た
農
民
一
揆
「
大

小
切
騒
動
」
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
 

　
大
小
切
騒
動
が
起
こ
っ
た
事
の
発
端
は
、
江
戸

幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
変
わ
り
、
政
府
が
山
梨
県

の
税
制
の
見
直
そ
う
と
し
た
こ
と
で
し
た
。
江
戸

時
代
、
甲
斐
国
の
国
中
地
方（
主
に
山
梨
郡
、
八
代
 

郡
、
北
・
中
巨
摩
郡
）に
は
、
甲
斐
国
独
自
の
徴
税

法
が
あ
り
ま
し
た
。
年
貢
の
九
分
の
四
は
米
で
納
 

め
、
九
分
の
三
は
米
四
石
一
斗
四
升
を
金
一
両
で

換
算
し
た
代
金
を
納
め（
小
切
）、
残
り
九
分
の
二

は
浅
草
蔵
前
冬
張
紙
値
段（
百
石
を
35
両
前
後
）で

換
算
し
代
金
を
納
め
る（
大
切
）制
度
で
し
た
。
こ

の
税
法
は
「
大
小
切
税
法
」
と
呼
ば
れ
、
商
品
経

済
が
発
達
し
た
甲
州
で
は
、
お
金
で
税
を
納
め
る

こ
と
は
、
百
姓
に
と
っ
て
実
質
的
に
年
貢
が
軽
く

な
る
税
法
で
し
た
。
「
大
小
切
税
法
」
は
、
武
田
信

玄
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
こ

の
徴
税
法
は
、
江
戸
時
代
に
何
度
も
廃
止
さ
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
伝
説
を
誇
り
に
思
う
甲
州

の
人
々
の
抵
抗
で
存
続
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
新
政
府
が
明
治
2
年
に
こ
の
税
法

を
見
直
そ
う
と
し
ま
し
 

た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
庁

は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

上
申
し
た
た
め
、
明
治

４
年
ま
で
は
存
続
さ
れ

ま
し
た
が
、
廃
藩
置
県

が
実
施
さ
れ
、
翌
5
年

8
月
に
大
小
切
税
法
の
廃
止
が
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
旧
東
山
梨
郡
と
東
八
代
郡
の
村
の
 

人
々
が
廃
止
反
対
を
唱
え
、
蜂
起
し
ま
し
た
。
人
々

は
、
同
月
13
日
に
決
起
し
、
廃
止
に
同
意
し
た
区

戸
長
宅
を
襲
い
、
そ
の
後
当
時
の
甲
府
市
長
で
あ

る
若
尾
逸
平
宅
ま
で
襲
撃
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
揆
側
は
「
大
小
切
税
法
据
え
置
き
の
黒
印
状（
黒

色
の
判
が
押
さ
れ
た
証
明
書
）」
を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
8
月
末
に
東
京
・
静
岡
か
ら
軍
隊
が

到
着
し
、
こ
の
兵
力
を
背
景
に
、
当
時
の
土
肥
県

令（
現
在
の
県
知
事
に
あ
た
る
）は
、
村
役
人
を
恵

林
寺
に
集
め
黒
印
状
を
回
収
し
ま
し
た
。
一
揆
の

参
加
者
・
指
導
者
も
厳
し
く
追
及
さ
れ
、
1
5
0

人
も
の
人
が
逮
捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
島
田
富
重
郎
の
姿
も
あ
り
、
11
月
に
首
謀
者

の
一
人
と
し
て
絞
首
刑
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
島
田
富
重
郎
は
、
明
治
25
年
に
す
べ

て
の
罪
を
赦
免（
し
ゃ
め
ん
）さ
れ
、
義
民
と
し
て

現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

　
 

　
今
回
で
、
笛
吹
市
の
史
跡
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
は
終
了
に
な
り
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
新
し
い

テ
ー
マ
で
笛
吹
市
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
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■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　☎055（261）3339 
　　　　　　または各支所生涯学習コーディネーター 

第
2
回
ス
コ
レ
ー
杯
将
棋

団
体
戦

   （
財
）い
さ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
で
は
、
将
棋
を
通
し
て
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
将
棋
団
体
戦
を
開
催
し
ま
 

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象

4
人
1
チ
ー
ム
な
ら
ど
な
た
で
も
 

（
小
・
中
学
生
、
シ
ル
バ
ー
、
女
性

が
所
属
す
る
チ
ー
ム
に
は
、
優
遇
措

置
を
設
け
る
予
定
）
 

■
日
時

2
月
28
日（
日
）
　
 

受
付
　
午
前
8
時
30
分
 

開
催
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室
 

■
定
員
　
16
チ
ー
ム（
予
定
）
 

■
参
加
費

1
チ
ー
ム
4
人
で
4
0
0
0
円（
昼
 

食
、
賞
品
代
含
む
）
 

■
申
込
締
切
　
2
月
12
日（
金
）
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

県
立
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

  
「
世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

展
〜
ア
ジ
ア
の
大
地
に
咲
い
た
神
々

の
宇
宙
〜
」
展
 

 日
本
初
公
開
品
を
含
む
67
点
の
貴
重

な
「
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
」
の
資
料
を

展
示
し
ま
す
。
 

■
日
程

2
月
4
日（
木
）〜
3
月
22
日（
月
）
 

■
場
所
　
　
県
立
博
物
館
 
 

■
観
覧
料
　
一
般
1
0
0
0
円
 

講
演
会
「
華
麗
な
る
ア
ン
コ
ー
ル
・

ワ
ッ
ト
美
術
―
人
間
を
問
う
仏
師

た
ち
―
」
 

 
■
日
時

2
月
27
日（
土
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 
 

■
場
所

県
立
博
物
館
　
生
涯
学
習
室
 
 

■
講
師

石
澤
良
昭
氏（
上
智
大
学
学
長
）
 
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
 

山
梨
県
立
博
物
館
　
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト

  
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
愛
好
者

同
士
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
 

う
。
 

ま
た
、
成
績
優
秀
チ
ー
ム
に
は
賞
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。
　
 

■
日
時
　
3
月
6
日（
土
）
　
 

受
付
　
午
前
8
時
30
分
　
 

競
技
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
 

■
場
所

金
川
の
森
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
 

（
か
ぶ
と
む
し
の
森
内
）
 

■
参
加
募
集
チ
ー
ム
数

15
チ
ー
ム（
チ
ー
ム
は
競
技
者
5
人
・

交
代
競
技
者
3
人
以
内
で
構
成
）
 

■
参
加
費
　
1
人
5
0
0
円
 

■
持
ち
物

ゼ
ッ
ケ
ン（
5
人
制
）、
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

昼
食
、
飲
物
 

※
参
加
申
込
は
チ
ー
ム
ご
と
に
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
15
チ
ー
ム
に
な
り

次
第
締
切
に
な
り
ま
す
。
 

 椎
茸
植
菌
体
験
教
室

地
元
産
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
種
菌
植
え

込
み
作
業
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
 

参
加
者
に
は
植
菌
し
た
原
木
を
2
本

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
　
 

■
日
時
　
3
月
13
日（
土
）
 

○
1
回
目
 

受
付
　
午
前
9
時
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

○
2
回
目
 
 
 

受
付
　
午
後
1
時
 

開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
す
。
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
定
員
　
午
前
・
午
後
各
40
人
 

■
参
加
費
　
8
0
0
円
 

■
服
装
・
持
ち
物
 

作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
に

な
り
ま
す
。
　
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

盃塚古墳 昨年の大会 

岡
・
銚
子
塚
古
墳
周
辺
を

あ
る
こ
う
！

文
化
財
巡
り

   岡
・
銚
子
塚
古
墳
周
辺
に
あ
る
史
 

跡
・
石
造
物
な
ど
を
訪
ね
歩
き
な
が
 

ら
、「
ふ
る
さ
と
笛
吹
市
」
を
再
発
見

し
ま
し
ょ
う
。
 

■
日
時

2
月
27
日（
土
）
 

受
付
　
午
前
8
時
45
分
か
ら
 

散
策
　
午
前
9
時
〜
12
時
 

※
小
雨
決
行
 

■
集
合
場
所

八
代
ふ
る
さ
と
公
園
駐
車
場
 

■
内
容「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
え
ふ
 

き
」
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
約
6
キ

ロ
の
道
を
散
策
し
ま
す
。
 

○
散
策
コ
ー
ス
 

盃
塚（
さ
か
き
づ
か
）古
墳
↓
岡
・
銚

子
塚
古
墳
↓
竜
塚
古
墳
↓
中
尾
神
社

↓
竜
安
寺
↓
八
幡
神
社
↓
岡
・
銚
子

塚
古
墳
 

■
定
員

約
50
人（
市
民
優
先
）
 

■
持
ち
物
・
服
装

飲
み
物
・
雨
具
・
履
き
な
れ
た
運
動

靴
 

■
申
込
締
切
　
2
月
22
日（
月
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

小林是綱氏 

郷土山梨県の言葉そして笛吹市を含む峡東地域の方言の特徴

などを、歴史・文化の背景を交えながらひも解き、私たちの暮

らす笛吹市をより深く学んでみませんか。 

講師は、市内に在住する「ことば」の第一人者小林是綱氏です。 

講演の後は、地元の音楽グループ「スティルイチミヤ」のお

もしろい歌（ラップ）を楽しみましょう。 

 

■日　時　3月5日（金）　 開場　午後7時　　開演　午後7時30分 

■場　所　スコレーセンター　集会室 

■定　員　100人 

■入場料　無料 

市 民 講 座 特 別 講 演
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第
2
回
笛
吹
市
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
発
表
会

   市
内
で
活
動
し
て
い
る
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
朗
読
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。
小
説
や
記
録
誌
な
ど

多
く
の
朗
読
発
表
を
行
い
ま
す
。
 

 
■
日
時

2
月
27
日（
土
）
　
 

開
場
　
午
後
1
時
 

開
演
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

■
場
所
　

御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

多
目
的
ホ
ー
ル
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

  
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

  笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
各
小
・
中
学
校
、
保
育

所（
園
）か
ら
お
子
さ
ん
に
配
布
さ
れ
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
地
域

に
よ
っ
て
配
布
対
象
が
異
な
り
ま
す
）
 

ま
た
、
次
の
場
所
で
も
募
集
要
項
を

配
布
し
ま
す
。
 

○
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

○
御
坂
・
一
宮
・
春
日
居
・
芦
川
各
支

所
 

○
八
代
総
合
会
館
・
境
川
総
合
会
館
 

 ■
問
合
せ
先

・
各
少
年
団
代
表
者（
募
集
要
項
参
照
） 

・
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務

局
（
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
）
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

第
4
回
笛
吹
市
民
ウ
ォ
ー
ク

in
い
ち
の
み
や

山
梨
園
芸
高
校
す
い
れ
き

太
鼓
部
定
期
演
奏
会

   笛
吹
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
市

民
の
健
康
や
各
地
域
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
、「
市
民
ウ
ォ
ー
ク
i
n
い
ち
の

み
や
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
日
時

3
月
7
日（
日
）
 

受
付
　
午
前
9
時
 

ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
　
 

■
集
合
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
 

※
昼
食
・
飲
物
な
ど
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8
 

ま
た
は
各
支
所
 

    
〜
１２
年
の
感
謝
を
込
め
て
〜

 山
梨
園
芸
高
校
す
い
れ
き
太
鼓
部
 

が
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

4
月
に
石
和
高
校
と
統
合
さ
れ
る
た
 

め
、
本
年
度
で
最
後
の
「
山
梨
園
芸
高

校
す
い
れ
き
太
鼓
部
定
期
演
奏
会
」
で
 

す
。
 

ま
た
、
当
日
は
、
御
坂
天
雷
太
鼓
保

存
会
が
友
情
出
演
し
ま
す
。
 
 

 

■
日
時

2
月
21
日（
日
）
 

開
場
　
午
後
1
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
 

館
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
園
芸
高
校
　
す
い
れ
き
太
鼓
部
 

顧
問
　
古
郡（
ふ
る
ご
お
り
）
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
5

笛
吹
市
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル    笛

吹
市
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
障
が
い
者
が

参
加
し
て
い
る
「
笛
吹
ど
ん
ど
こ
太
 

鼓
」
も
出
演
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

2
月
6
日（
土
）
 

開
場
　
正
午
 

開
演
　
午
後
0
時
30
分
〜
5
時
 

■
場
所
　
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

 
■
問
合
せ
先
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

2
・
5
次
元
の
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
つ
く
ろ
う

   一
枚
の
紙
と
い
う
「
平
面
」
か
ら
作

ら
れ
る
「
立
体
」
の
世
界
、
で
も
そ
の

立
体
は
平
面
に
つ
い
た
ま
ま
。
こ
ん
な

不
思
議
な
切
り
起
こ
し
の
世
界
が
、2
・

5
次
元
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
 

 
■
対
象

小
学
3
年
生
以
上（
3
年
生
未
満
の

場
合
は
保
護
者
同
伴
）
 

■
日
時

2
月
21
日（
日
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

■
場
所

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

■
講
師

黒
須
和
清
氏（
ペ
ー
パ
ー
オ
ブ
ジ
ェ

作
家
）
 

■
定
員
　
40
人
 

■
参
加
費
　
3
0
0
円（
材
料
費
）
 

■
持
ち
物

カ
ッ
タ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト
、
は

さ
み
 

■
申
込
受
付
　
2
月
1
日（
月
）
か
ら
 

※
こ
の
事
業
は
、
平
成
21
年
度
笛
吹
市

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成

事
業
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

お
は
な
し
の
へ
や
も
も（
馬
場
）
 

☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

みんなで楽しみましょう 

創部以来12年の感謝を込めて 仲間と一緒にスポーツを楽しもう 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

  林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
22
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
 

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
国
有
林

の
広
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
定

期
的
に
お
送
り
し
、
国
有
林
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
く
ほ
 

か
、
国
有
林
の
管
理
経
営
に
対
す
る
意

見
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
 

■
応
募
資
格

成
人（
た
だ
し
、
職
種
に
よ
っ
て
制

限
が
あ
り
ま
す
）
 

■
募
集
人
数

70
人（
関
東
森
林
管
理
局
管
内
）
 

■
依
頼
期
間

平
成
22
年
4
月
〜
平
成
23
年
3
月
 

■
申
込
方
法

郵
便
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、

住
所（
郵
便
番
号
）、
電
話
番
号
、
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、

応
募
の
理
由（
1
0
0
字
程
度
）を
記

載
し
て
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切

2
月
19
日（
金
）必
着
 

 詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

h
ttp
://w

w
w
.rin
y
a.m
aff.g

o.jp
/

k
an
to/ 

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
3
7
1
―
8
5
0
8
 

群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
4
―
16
―
25
 

関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

担
当
者（
企
画
調
整
室
内
）
 

☎
0
2
7（
2
1
0
）1
1
5
0
 

Fax
0
2
7（
2
1
0
）1
1
5
4
 

電
子
メ
ー
ル
 

k
an
to_k

ik
ak
u
@
rin
y
a.m
aff.g

o.
jp山

梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
生

徒
募
集

   県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
度

こ
と
ぶ
き
勧
学
院
東
八
代
学
園
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
 

こ
と
ぶ
き
勧
学
院
は
、
高
齢
者
の
学

習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識

や
技
能
を
磨
き
、
生
き
が
い
と
と
も
に

地
域
文
化
の
指
導
者
と
し
て
貢
献
す
る

資
質
を
身
に
つ
け
る
場
で
す
。
 

 
■
対
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
 

■
授
業
日

主
に
木
曜
日（
年
間
19
日
）2
年
間
 

■
授
業
場
所
　
八
代
総
合
会
館
 

■
授
業
料
な
ど
　
6
0
0
0
円
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

県
峡
東
教
育
事
務
所（
稲
木
）
 

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
3
1
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希望調
査書 

調
理
教
室

  健
康
を
考
え
た
「
心
も
身
体
も
う
れ

し
い
」
食
事
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
 

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
・

サ
ラ
ダ
・
味
噌
汁
で
す
。
 

 
■
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者
 

 
■
日
時

2
月
23
日（
火
）
　
 

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分
 

 
■
場
所
 
 

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
 

館
　
調
理
教
室
 

 
■
定
員
 
 
30
人
 

 
■
参
加
費
　
3
0
0
円
 

 
■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
締
切
　
2
月
16
日（
火
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9

障
が
い
者
就
労
支
援
研
修

会
   昨

今
の
不
況
の
中
で
、
障
が
い
者
の

就
労
の
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
就
労
支
援
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者
、
家
族

や
親
族
、
支
援
者
 

■
日
時
 
 

2
月
24
日（
水
）
　
 

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

■
場
所
 

ふ
れ
あ
い
の
家（
旧
石
和
保
健
所
）
 

■
定
員
 
 
20
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 
■
申
込
方
法
　
　

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
締
切
　
2
月
19
日（
金
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9
 

電
子
メ
ー
ル
 

sh
ien
05@
fu
efu
k
i-sh
ak
y
o.or.jp

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ

各
種
検
診
希
望
調
査

   
〜
受
診
は
お
済
み
で
す
か
〜

 女
性
特
有
の
が
ん
検
診
に
お
け
る
受

診
促
進
、
が
ん
の
早
期
発
見
、
健
康
の

保
持
お
よ
び
増
進
を
図
る
た
め
に
、「
平

成
21
年
度
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進

事
業
」
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

市
で
は
、
昨
年
9
月
末
に
、
対
象
者

あ
て
に
「
子
宮
頸（
け
い
）が
ん
検
診（
平

成
21
年
4
月
1
日
現
在
、
20
歳
・
25
歳
 

・
30
歳
・
35
歳
・
40
歳
に
な
っ
た
女
 

性
）」
お
よ
び
「
乳
が
ん
検
診（
平
成
21

年
4
月
1
日
現
在
、
40
歳
・
45
歳
・
50 
 

歳
・
55
歳
・
60
歳
に
な
っ
た
女
性
）」

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間
は
3

月
末
ま
で
で
す
の
で
、
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
 

 
※
職
場
検
診
で
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
を
受
診
し
た
人
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
 

 
■
受
診
時
の
持
ち
物

受
診
の
際
に
は
、「
無
料
ク
ー
ポ
ン
 

券
」
と
市
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
申

込
者
に
発
行
さ
れ
る
「
受
診
券
」
の

両
方
が
必
要
で
す
。
 

　
「
受
診
券
」
を
お
持
ち
で
な
い
方
 

は
、必
ず
健
康
づ
く
り
課
に
検
診
の

お
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
が
届
く
ま
で
の
間
に
、
市
で

実
施
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診（
視
診
、
触
診
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
）を
受
診
し
た

方
は
、
自
己
負
担
金
の
払
い
戻
し
の

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
3
月
末
ま

で
に
健
康
づ
く
り
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
 
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

  2
月
上
旬
に
、
平
成
22
年
度
に
市
が

実
施
す
る
各
種
検
診（
特
定
健
診
･
健

康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
、
歯
周
疾
患

検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
国
保
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
）の
希
望
調
査
書
を
、

各
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
 

同
一
世
帯
の
19
歳
以
上
の
家
族
に
つ

い
て
、
対
象
と
な
る
検
診
の
受
診
希
望

の
有
無
を
記
入
し
て
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

検
診
の
日
程
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

希
望
調
査
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 
※
2
月
中
旬
に
な
っ
て
も
希
望
調
査
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

 
■
提
出
期
限
　
2
月
26
日（
金
）
 

      
　
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

知
っ
て
い
ま
す
か
、
認
知

症
   

―
認
知
症
講
演
会
―

 市
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
 

し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
へ
の
支
 

援
・
地
域
で
の
見
守
り
、
そ
し
て
自
分

自
身
や
家
族
の
認
知
症
予
防
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

当
日
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
経

験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
あ
し
た
葉

劇
団
」
に
よ
る
寸
劇
も
行
い
ま
す
。
 

同
劇
団
で
は
、
認
知
症
が
ど
の
よ
う

な
病
気
な
の
か
を
多
く
の
人
に
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
寸
劇
を

通
し
て
認
知
症
の
普
及
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

 
■
日
時

2
月
9
日（
火
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

 
■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

 
■
内
容

〇
講
演
会
 

テ
ー
マ
「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
 

〜
家
族
の
想
い
・
地
域
の
支
え
〜
」
 

平
井
出
設
子
氏
（
（社）
認
知
症
の
人
 

と
家
族
の
会
 
山
梨
県
支
部
代
表
）
 

〇
「
あ
し
た
葉
劇
団
」
に
よ
る
寸
劇
 

 
※
各
地
区
か
ら
会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
 
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

田舎きんぴら

①ごぼう・人参は皮をむき、3～4センチのせん切りにし、ご
ぼうは水にさらす。
　れんこんは皮をむき、いちょう切りにし、水にさらす。しら
たきは４等分くらいに切る。干しいたけは水で戻し、せん切
りにする。
②鍋にサラダ油とごま油を入れ、①の材料をサッと炒める。
③干しいたけのもどし汁・だし汁・Ａの調味料を加え、中火で
汁がなくなるまで煮る。

【作り方】

笛吹市・笛吹市食生活改善推進員会

食育で「こころ」も「からだ」もバランスよく
～笛吹市の旬の食材で健康家族！～

主菜
焼き魚副菜

田舎きんぴら

主食
ごはん

【材料】（1人分）

ごぼう・・・・・・・30ｇ
人参・・・・・・・・20ｇ
れんこん・・・・・・30ｇ
しらたき・・・・・・30ｇ
干ししいたけ・・・・・1枚

　　みりん・・・・小さじ1

　　しょうゆ・・・小さじ1

　　砂糖・・・・・小さじ1

干ししいたけもどし汁・大さじ2

だし汁・・・・・・大さじ2

サラダ油・・・大さじ1／2

ごま油・・・・小さじ1／2

｛ Ａ



この場合の 
受益者は 
Aさん！ 

Aさんの土地に 
Aさんが家を建て 
Aさんが住んでいる 

Aさんの土地に 
Aさんが家を建て 
Cさんが住んでいる 

 
Aさんの土地を 
Aさんが使用している 

この場合の 
受益者は 
Bさん！ 

Aさんの土地に 
Bさんが家を建て 
Bさんが住んでいる 

Aさんの土地に 
Bさんが家を建て 
Cさんが住んでいる 

 
Aさんの土地を 
Bさんが使用している 
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予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

日本脳炎1、2期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合　1期�

平成21年11月生まれ

平成21年2月生まれ

平成11年2月生まれ

現在接種のおすすめ
を控えています

通知発送対象児 乳
幼
児
予
防
接
種

  対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
  
 
 
 

                
■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
   

申
告
書
の
返
送
は
お
早
め
に

平
成
22
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
賦
課
の
対
象
者
に
、
2
月
中
旬

に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

こ
の
申
告
書
に
は
、
受
益
地
の
地
目
・

面
積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
受
益

者
負
担
金
を
お
支
払
い
た
だ
く
た
め
の

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
受
益
者
負
担
金
賦
課（
支
払
 

い
）は
6
月
1
日
か
ら
で
す
。
詳
細
は
、

申
告
書
と
一
緒
に
お
送
り
す
る
書
類
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

※
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、

条
例
施
行
規
則
に
よ
り
認
定
さ
れ
、

賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
提
出
締
切

申
告
書
発
送
後
10
日
前
後
の
予
定
 

　
 

■
申
告
の
注
意
点
　
＆

申
告
書
は
誰
に
送
付
さ
れ
る
の
で

す
か
 

申
告
書
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

に
お
送
り
し
ま
す
。
所
有
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
権
利
関
係
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
申
告
書
に
よ
り
受
益
者

を
決
定
し
ま
す
。
 

ま
た
、「
受
益
者
が
誰
に
な
る
か
」

は
、
右
の
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

 支
払
い
は
い
つ
頃
で
す
か
。
ど
の

よ
う
な
支
払
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。
 

支
払
い
は
6
月
か
ら
で
す
。
支
払

方
法
は
、
分
割
納
付
や
報
奨
金
が
付

く
一
括
納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
 

で
、
申
告
の
際
、
必
ず
ご
希
望
の
支

払
方
法
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
報
奨
金
の
付
か
な
い
分
割
納
付

に
な
り
ま
す
。
 

口
座
振
替
で
支
払
い
た
い
の
で
す
 

が
。
 

同
封
の
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に

記
入
し
、
次
の
金
融
機
関
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

水
道
使
用
料
な
ど
と
同
じ
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
場
合
で
も
、
改
め
て
 

「
受
益
者
負
担
金
」
の
口
座
振
替
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

 ○
笛
吹
市
指
定
金
融
機
関（
本
店
・
各

支
店
）
 

山
梨
中
央
銀
行
・
笛
吹
農
業
共
同
組
 

合
・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
 

甲
府
信
用
金
庫
・
山
梨
信
用
金
庫
・

山
梨
県
民
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
 

 
例
年
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
申
告

書
と
一
緒
に
市
役
所
に
送
ら
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、「
印
鑑

が
異
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
間
違
い

が
あ
り
、
手
続
き
が
で
き
な
い
こ
と

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
 

正
確
に
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

必
ず
ご
自
分
で
金
融
機
関
に
て
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
　
　
 

■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納

が
あ
る
と

   平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証（
以

下
「
保
険
証
」
）発
行
の
際
、
国
民
健

康
保
険
税（
以
下
「
保
険
税
」
）の
未
納

が
あ
る
方
は
、
次
の
よ
う
な
扱
い
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

①
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま
 

す
。（
「
短
期
被
保
険
者
証
」
の
発
 

行
） 

②
特
別
な
事
情
も
な
く
1
年
以
上
未
納

が
続
く
と
、
病
院
に
か
か
っ
た
時
、

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
に
な

る
場
合（
「
資
格
者
証
」
の
発
行
）が

あ
り
ま
す
。
 

③
限
度
額
認
定
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ
 

ん
。
 

ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
時
 

は
、
滞
納
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、
納
付

方
法
に
つ
い
て
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

現
在
、
保
険
税
が
期
限
内
に
納
め

ら
れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
市
の
徴

収
員
が
自
宅
へ
訪
問
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
 

※
徴
収
員
は
、
身
分
証
明
書
を
必
ず
携

帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

 保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。
自
分
や
家
族
の

た
め
に
も
、
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
 

―
保
険
税
納
付
は
口
座
振
替
で
―

保
険
税
は
、
医
療
費
の
大
切
な
財
源

で
す
。
納
め
忘
れ
や
、
納
入
の
手
間
が

省
け
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
 

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
、
各
金
融

機
関
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
　
　
　
　
　
　
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

Q.

Q

A.

A

Q.

Q.

A.

A.

  
〜
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
手

当
て
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
〜

 心
の
不
調
は
、
自
覚
し
に
く
く
、
周

り
か
ら
も
気
づ
か
れ
に
く
い
も
の
で
す
。
 

現
代
社
会
は
た
く
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス

に
囲
ま
れ
、
心
の
病
は
ご
く
身
近
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
と
同
じ
よ
う
 

に
、
心
も
風
邪
を
ひ
き
ま
す
。
心
の
風

邪
も
、
ひ
き
始
め
が
肝
心
で
す
。
 

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
 

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
○
夜
眠
れ
な
い
 

○
イ
ラ
イ
ラ
す
る
 

○
妊
娠
や
育
児
を

通
し
て
不
安
が

強
い
 

○
人
の
名
前
な
ど

を
し
ば
し
ば
思

い
出
せ
な
い
 

○
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
 

○
外
出
し
た
り
、
人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た
　
 

○
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
 

○
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味

や
関
心
が
な
く
な
っ
た
 

○
以
前
よ
り
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
な
ど
　
 

■
日
時
　
3
月
8
日（
月
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

■
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
内
容

　
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相

談
員
・
保
健
師
に
よ
る
相
談
を
行
い

ま
す
。
 

※
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

健
康
企
画
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1
 

 

Aさんのケース
 
52歳のAさんは、健康で、病院には何年も行
っていないという理由で、保険税を納めていま
せんでした。 
ところが数日後、親族の方から「Aさんが、
救急車で病院に運ばれ、長期入院することにな
ったので」という相談がありました。親族の方
は、Aさんの滞納分を全額納め、保険証と限度
額認定証を持って病院に向かいました。 
Aさんが滞納していたのは約30万円。実際に
1カ月間の入院でかかった費用（保険診療分）は
100万円。Aさんは住民税非課税世帯の限度額
認定証が適用になったので、自己負担は3万
5,400円で済みました。 
限度額認定証（滞納がある場合は適用になり
ません）がなければ、いったん病院へ約30万円
を支払い、2～3カ月後に高額医療費として26万
4,600円が払い戻しになりますが、滞納分があ
る場合は、保険税に充てていただきます。 
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金
川
雑
木
チ
ッ
プ
配
布

住
宅
の
建
て
替
え
に
補
助

金
  市

で
は
、
県
の
工
事
で
不
要
に
な
っ

た
金
川
の
河
川
敷
内
の
雑
木
チ
ッ
プ
の

無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。
 

 
■
対
象

指
定
場
所
に
雑
木
チ
ッ
プ
を
受
け
取

り
に
来
て
い
た
だ
け
る
方
 

■
日
程

2
月
下
旬
か
ら
3
月
上
旬（
予
定
）
 

※
申
込
者
に
は
、
後
日
、
日
程
な
ど
が

決
ま
り
次
第
通
知
し
ま
す
。
 

■
場
所
　
金
川
河
川
敷
付
近（
予
定
）
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
期
限
　
2
月
12
日（
金
）
 

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
お
申
し

込
み
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
 

※
チ
ッ
プ
材
の
量
は
、
現
場
の
状
況
に

よ
り
増
減
し
ま
す
の
で
、
配
布
数
量

は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

営
農
相
談
会

  農
業
経
営
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
 

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

2
月
21
日（
日
）
 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
 

■
場
所

市
役
所
本
庁
　
3
階
第
1
会
議
室
 

■
申
込
締
切
　
2
月
15
日（
月
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

   耐
震
化
の
た
め
に
個
人
住
宅
の
建
て

替
え
を
行
う
方
に
、
80
万
円
を
限
度
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

■
対
象
工
事

○
取
り
壊
す
建
物
は
、
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
で
、
住

宅
の
耐
震
評
点
が
1
・
0
未
満
と
判

定
さ
れ
た
2
階
建
て
以
下
の
木
造
個

人
住
宅
で
す
。
建
て
替
え
る
新
築
住

宅
の
構
造
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
取
り
壊
す
住
宅
や
建
て
替

え
住
宅
は
、
市
内
に
あ
る
も
の
に
限

り
ま
す
。
 

○
補
助
は
、
平
成
22
年
4
月
か
ら
平
成

24
年
3
月
ま
で
に
、
全
工
事
が
完
成

す
る
住
宅
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
 

※
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
耐
震
診
断

が
済
ん
で
お
り
、
固
定
資
産
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
方
法

工
事
に
着
手
す
る
前
に
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、
ま
ち

づ
く
り
整
備
課
で
ご
用
意
し
て
い
ま
 

す
。
 

申
請
書
を
審
査
し
補
助
基
準
に
適

合
し
た
場
合
、
市
か
ら
決
定
通
知
が

届
き
ま
す
。
そ
の
後
、
工
事
に
着
手

し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
す
で
に
工
事
着
手
し
た
も
の
や
完
成

し
た
も
の
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
 

計
画
指
導
担
当
 

☎
0
5
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2
6
1
）3
3
3
4

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

   ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
 

き
、
市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

■
日
時

2
月
17
日（
水
）
 

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所
 

ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室
 

■
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内
 

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
） 

■
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
な
ど

が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 
※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
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司
法
書
士
に
よ
る
「
遺
言
・

相
続
・
成
年
後
見
」
無
料
相

談
会     山

梨
県
司
法
書
士
会
で
は
、
2
月
を
 

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

と
定
め
、
相
続
登
記
を
中
心
に
、
遺
 

言
、
成
年
後
見
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
 

■
日
時

2
月
20
日（
土
）
 

午
後
1
時
〜
4
時
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室
 

 
※
相
談
無
料
で
、
予
約
不
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
5
3
）2
3
7
6

結
婚
相
談
所

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時

○
2
月
5
日（
金
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

○
2
月
21
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 
※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
 

は
、
結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
 

す
。
 

印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証

明
書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

  
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー

〜
独
身
男
女
の
た
め
の
〜

  市
で
は
、
未
婚
の
男
女
に
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
た
め
に
、
出
会
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
第
2
弾
と
し
て
、「
出
会
い
の

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
い

し
い
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
 

か
。
 

■
対
象

25
歳
か
ら
40
歳
代
の
未
婚
男
女
各
30

人
 

■
日
時
　

3
月
7
日（
日
）
　
 

受
付
　
午
後
5
時
30
分
か
ら
 

開
催
　
午
後
6
時
か
ら
 

■
場
所

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ミ
ラ
ベ
ル
 

（
石
和
町
東
高
橋
2
5
2
）
 

■
参
加
費

男
性
　
3
0
0
0
円
 

女
性
　
2
0
0
0
円
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切

2
月
26
日
（
金
）
午
後
5
時
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
笛
吹
市
結
婚

相
談
所
登
録
者
・
市
内
在
住
者
・
2

月
に
開
催
さ
れ
た
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

第
1
弾
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
受
講
者
を
、
優
先
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
活
動
支
援
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

交
通
災
害
共
済
制
度
が
変

わ
り
ま
す

   4
月
1
日
か
ら
交
通
災
害
共
済
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。
（
平
成
22
年
4
月
1

日
以
降
の
事
故
に
適
用
）
 

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 
○
入
院
、
通
院
1
日
目
か
ら
共
済
見
舞

金
の
支
給
対
象
に
 

○
共
済
見
舞
金
の
等
級
、
算
定
方
法
の

変
更
 

○
見
舞
金
請
求
期
間
は
、
交
通
災
害
発

生
日
の
翌
日
か
ら
2
年
以
内
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

「（
仮
称
）
山
梨
県
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
地
域
別

意
見
交
換
会

   
 

 県
で
は
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
た
め
、
県
全
域
を
対
象
と

し
た
「（
仮
称
）山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
中
で
す
。
 

こ
の
計
画
に
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
説
明
会
・
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
日
時
　

3
月
3
日（
水
）午
後
6
時
か
ら
 

■
場
所
　
　

県
東
山
梨
合
同
庁
舎
　
1
0
1
会
議

室
 

■
内
容

○
基
調
講
演
 

中
井
検
裕
氏（
東
京
工
業
大
学
教
授
） 

○
「
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン（
素
案
）」
説
明
 

○
意
見
交
換
 

※
参
加
自
由
・
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
 

山
梨
県
 
県
土
整
備
部
 

都
市
計
画
課
　
計
画
担
当
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
7
1
6

簡
易
郵
便
局
再
開

  一
時
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
中
川
簡
易
郵

便
局（
石
和
町
中
川
7
7
8
番
地
1
）・

石
和
川
中
島
簡
易
郵
便
局（
石
和
町
川

中
島
3
2
7
番
地
）が
再
開
さ
れ
ま
し
 

た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

○
中
川
簡
易
郵
便
局
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
5
7
1
 

○
石
和
川
中
島
簡
易
郵
便
局
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
4
5
0
 

 

■
問
合
せ
先

郵
便
局
（株）
　
南
関
東
支
社
　
企
画
部

☎
0
4
5（
2
2
8
）2
5
2
1
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（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 

   民
間
事
業
者
に
よ
る
路
線
バ
ス
が
廃

止
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
代
替
路
線
と
し
 

て
、
笛
吹
市
、
甲
府
市
、
甲
州
市
で
は

共
同
で
バ
ス
事
業
者
に
委
託
し
、
自
主

運
営
バ
ス
「
勝
沼
〜
一
宮
〜
南
西
団
地
 

線
」
を
運
行
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
利
用
者
数
が
低
迷
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
3
市
が
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
こ
の
自
主
運
営
バ
ス
は
、
3
月

31
日（
水
）を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

日
頃
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

内
に
お
け
る
路
線
の
代
替
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

市
営
、
民
営
を
問
わ
ず
、
路
線
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
身
近
な
公
共
交
通
を
整
備
す
る
た
 

め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

経
営
政
策
部
　
経
営
企
画
課
 

経
営
政
策
担
当
　
 

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

○ 野良猫にえさを与えないようにしましょう
安易な気持ちで野良猫にえさを与えると、野良猫が増えてしまい、近隣の
迷惑になります。えさを与えている野良猫に、増えないよう不妊去勢手術を
実施する、フンなどの始末をするなど責任を持てますか。 
○ 猫は屋内で飼いましょう
猫は上下運動ができる場所や安心して隠れられる場所があれば、必ずしも広い場所を必要とせず、家
の中でも十分飼育することができます。猫のフン尿は臭いますので、近所の庭に入り込みフン尿をすれ
ば非常に迷惑がかかります。屋内で飼育することで、交通事故や感染症を防ぐこともできます。 
○ 首輪に名札、マイクロチップなどをつけましょう
猫に首輪や名札、マイクロチップをつけることで、迷子になっても飼い主に連絡をとることができます。 

○ 繁殖制限をしましょう
雌猫は、初春から晩秋の間に、発情、妊娠、出産を2～3回繰り返します。1回の出産で子猫を4～8匹
産みます。産まれた子猫をすべて飼うことができますか。不妊去勢手術をすれば、望まない子猫が産ま
れないだけでなく、病気を防ぐこともできます。雄猫の場合も、病気予防だけでなく、性格が落ち着き、
尿マーキングや雌猫を追って放浪するなどの問題行動も少なくなります。 
市では、飼い犬･猫不妊去勢手術の補助を実施しています。手術前にごみ減量課または各支所へ申請
してください。補助金は手術費用の2分の1以内の額（雄猫4,000円、雌猫7,000円が上限）となります。 

次のような野焼きは、法律で禁止され
ており、違反すると5年以下の懲役もしく
は1,000万円以下の罰金などで処罰されます。 
○地面に穴を掘っての焼却 
○ドラム缶やブロックで囲むなどの簡易
的な焼却施設での焼却等 
ただし、生活環境に支障のない範囲で、農家で伐採
したせん定枝やどんど焼き、小規模な落ち葉のたき火
などの例外が認められています。その場合も、近隣の
住宅に迷惑にならないよう風向きや時間帯などを十分
考慮して焼却してください。 
※タイヤやビニールなどは、絶対に焼却しないでくだ
さい。 

さむーい冬、こたつでぬくぬく幸せ
ですよね。 
でもちょっと待って！お外で飼って
るわんちゃん大丈夫ですか。 
毛皮があっても朝方の冷え込みは厳
しいものです。お古
の毛布と愛情を忘れ
ずに。 
 
～峡東保健所・ 
峡東地区動物愛護 
推進員～ 
 

市
川
守
正
様
 

（
甲
府
市
中
央
） 

【
街
灯（
す
ず
ら
ん
灯
）】
 

反
田
純
郎
様
 

（
甲
府
市
朝
気
） 

【
学
校
用
図
書
】
 

（
社
）山
梨
法
人
会
笛
吹
東
支
部
様
 

 

 

（
八
代
町
南
） 

【
大
型
メ
ガ
ホ
ン
】
 

宮
本
和
郎
様
 

（
東
京
都
府
中
市
） 

【
日
本
画
3
点
】
 

彩
の
会
　
日
本
舞
踊
教
室
様
 

 

（
一
宮
町
小
城
） 

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】
 

（
株
）セ
ル
バ
御
坂
店
・
笛
吹
境
川
店
様
 

 

（
御
坂
町
夏
目
原
） 

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】
 

2月1日を基準日として、「2010年
世界農林業センサス」が実施されま
す。農林業の生産構造や就業構造、
農山村地域の実態を明らかにするための大変
重要な調査です。調査員が、農林業を営む方
のお宅に伺いますので、ご協力をお願いします。 

■問合せ先・市経営政策部 経営企画課 
　　　　　経営政策担当　☎055（262）4111 
　　　　　・県企画部 統計調査課 
　　　　　生活教育担当　☎055（223）1345

件　　　　名

春日居地内舗装工事 

市道境川2号線側溝整備工事 

藤垈切付水路改修工事 

竹居水路改修工事 

高家水路改修工事 

市道塩田金沢線道路改良工事 

境川浄水場建設工事 

境川配水場建設工事 

境川浄・配水場機械設備工事 

県農務部関連配水管布設替工事第1工区（一宮） 

一宮町配水管布設工事第4工区（南野呂） 

一宮町配水管布設工事第5工区（地蔵堂） 

下水道管渠布設工事第２０工区（御坂） 

下水道管渠布設工事第２１工区（御坂） 

下水道管渠布設工事第１９工区（御坂） 

市道石和229・231号線道路改良工事 

ＦＦ暖房機購入 

市道石和41・324号線側溝改修工事 

内部情報系ソフトウエア購入 

財務会計システム及び人事給与システムハードウエア購入 

サーバ仮想化ハードウエア購入 

下水道関連配水管布設替工事（八代1工区） 

下水道関連配水管布設替工事（八代２工区） 

場　　所

春日居町桑戸・徳条 

境川町小山 

境川町藤垈 

御坂町竹居 

八代町高家 

一宮町金沢・新巻 

境川町小黒坂 

境川町小黒坂 

境川町小黒坂 

一宮町中尾 

一宮町南野呂 

一宮町地蔵堂 

御坂町八千蔵 

御坂町夏目原 

御坂町八千蔵 

石和町中川 

笛吹市内（2校） 

石和町松本・唐柏 

石和町 

笛吹市地内 

石和町 

八代町竹居 

八代町竹居 

予定価格（円）

¥3,630,000 

¥2,800,000 

¥6,000,000 

¥8,700,000 

¥10,000,000 

¥59,000,000 

¥190,000,000 

¥280,000,000 

¥460,000,000 

¥6,870,000 

¥11,500,000 

¥11,700,000 

¥13,200,000 

¥26,000,000 

¥26,300,000 

¥32,000,000 

¥1,440,000 

¥5,800,000 

¥1,400,000 

¥4,400,000 

¥15,000,000 

¥5,300,000 

¥8,300,000

決定額（円）

¥3,500,000 

¥2,660,000 

¥5,800,000 

¥8,249,000 

¥9,450,000 

¥57,550,000 

¥182,000,000 

¥274,000,000 

¥430,000,000 

¥6,520,000 

¥10,690,000 

¥10,880,000 

¥12,700,000 

¥25,285,000 

¥25,300,000 

¥30,400,000 

¥1,220,000 

¥5,550,000 

¥1,240,000 

¥3,980,000 

¥10,880,090 

¥4,800,000 

¥7,800,000

決　定　業　者

（株）日昇建設 

（有）雨宮組 

（株）中村工務店 

（株）上組 

風間興業（株） 

（株）飯塚工業 

風間建設（株） 

（株）飯塚工業 

メタウォーター（株） 

（有)浅川住宅設備 

（有）松山興業 

（株）佐野緑化土木 

矢崎興業（株） 

（株）飯塚工業 

矢崎興業（株） 

友愛工業（株） 

（有）タナカ設備 

（有）荻野土建 

（株）ワイ・シー・シー 

（株）ワイ・シー・シー 

（株）小林事務機 

（有）石倉興業 

（有）椚設備 

入　札　日

平成21年10月22日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年10月22日※ 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年10月29日 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

　　　　〃 

平成21年10月29日※ 

　　　　〃 

※総合評価落札方式 
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平
成
19
年
9
月
か
ら
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
、
2
年
間
ボ
ツ
ワ

ナ
で
活
動
し
て
い
た
鈴
木
史
浩
さ
ん（
御

坂
町
）が
無
事
帰
国
さ
れ
、
帰
国
報
告

が
届
き
ま
し
た
。
 
 

 日
本
で
は
、「
ヤ
ギ
」
は
す
っ
か
り

マ
イ
ナ
ー
動
物
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
の
小
学
生
時
代
の
あ
る
恩

師
は
石
和
町
富
士
見
の
生
ま
れ
で
、

昭
和
20
〜
30
年
代
に
は
ま
だ
家
庭
に

ヤ
ギ
が
お
り
、
自
家
用
に
乳
を
絞
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
ヤ
ギ
は
お
腹
に

ガ
ス
が
溜
ま
り
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
が
、
当
時
の
私
は
、
ヤ

ギ
が
そ
ん
な
こ
と
で
死
ん
で
し
ま
う

の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
 

私
は
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ツ
ワ

ナ
共
和
国
に
あ
る
職
業
訓
練
校
の
畜

産
科
で
活
動
し
ま
し
た
。
同
校
で
は
、

ボ
ア
種
と
い
う
ヤ
ギ
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。
ボ
ア
種
は
、
隣
国
の
南
ア
フ

リ
カ
原
産
の
肉
用
種
で
あ
り
、
雄
は

体
重
1
0
0
キ
ロ
に
ま
で
成
長
す
る

そ
う
で
す
。
自
治
体
が
運
営
す
る
同

校
で
は
、
生
産
し
た
オ
ス
を
地
域
農

家
に
供
給
し
、
ヤ
ギ
の
改
良
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
私
は
、
活
動
の
多
く

を
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
ヤ
ギ
の

飼
育
に
費
や
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
現
地
は
雨
季
に
な
っ
て
お
り
、

ヤ
ギ
た
ち
も
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
に
突
入

し
て
い
る
は
ず
で
す
。
昨
年
、
新
し

い
種
オ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
年

の
4
月
頃
か
ら
は
そ
の
産
子
の
出
産

が
始
ま
る
で
し
ょ
う
。
彼
ら
に
会
え

な
い
の
は
残
念
で
す
が
、
元
気
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

最
近
、
ヤ
ギ
を
利
用
し
た
耕
作
放

棄
地
対
策
が
、
日
本
各
地
の
自
治
体

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ヤ
ギ

は
自
然
の
草
刈
り
機
で
す
。
灌
木（
か

ん
ぼ
く
）を
好
み
、
人
間
が
行
き
に
く

い
の
り
面
で
も
活
動
で
き
ま
す
。
福

岡
の
建
設
業
社
で
は
、
レ
ン
タ
ル
ヤ

ギ
事
業
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
ヤ
ギ

5
匹
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
つ
な
ぎ
、
5
0
 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
1
週
間
で
除
草

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
 

日
本
の
社
会
も
ヤ
ギ
を
見
直
し
始

め
ま
し
た
。
一
過
性
の
事
業
に
終
わ

ら
ず
、
家
畜
を
利
用
し
た
循
環
型
農

業
の
礎
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

  

 　
 

 武
田
氏
最
後
の
城
、
新
府
城
の

謎
を
解
く
韮
崎
市
の
遺
跡
な
ど
、

昨
年
発
掘
調
査
さ
れ
た
県
内
の
遺

跡
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
 

■
期
間 

2
月
25
日（
木
）〜
3
月
14
日（
日
）
 

  お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
展
示

を
ご
覧
に
な
る
際
は
、
入
館
料
が

必
要
で
す
）
 

○
宇
々
地
　
オ
カ
リ
ナ
演
奏
 

2
月
20
日（
土
） 

午
後
2
時
か
ら
 

○
矢
島
た
か
し
　
ギ
タ
ー
演
奏
 

2
月
28
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

最
新
の
考
古
学
情
報
！

「
山
梨
の
遺
跡
」
パ
ネ
ル
展

し
ゃ
か
ど
う
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

11月14日、笛吹市青少年育成推進協議会では、「『青
少年健全育成強調月間』講演会」を実施しました。 
講師には、「義足のハイジャンパー」として著
名な鈴木徹氏をお招きし、「片足切断からの復活」
と題した講演をしていただきました。 
講演の中では、鈴木氏の高校時代のハンドボー
ルでの活躍の様子、義足を装着してのリハビリの
様子、パラリンピックでの走り高跳びの試合の様
子なども映像で紹介されました。 
鈴木氏が語った「コンプレックスはあって良い」、
「自分を好きになる」、「子どもは親を見て育つ」
などの言葉は、子どもばかりでなく、大人にとっても大切で前向きな力強いメッセージになったの
ではないでしょうか。講演を聞きながら、多くの来場者が何度もうなずいていました。 
また、会場には競技用の義足や今までに獲得したメダルなども展示され、講演終了後、興味深げ
に見入っている親子がたくさんいました。 
笛吹市青少年育成推進協議会では、今後も、今回の講演会のように青少年の健全育成のために役
立つ取り組みを進めていきます。 
 ■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎055（261）3339

12月議会において、茂手木卓也氏が新しく教

育委員として選任されました。任期は、平成22

年1月1日から平成25年12月31日までの4年間です。 

なお、新しい教育委員会委員の構成は次の

とおりです。（敬称略） 

 

○委員長 

水上　昭夫（御坂町成田） 

○委員長職務代理 

齊藤　幸三（石和町小石和） 

○委員 

曽根　敦子（境川町石橋） 

桑原　　明（境川町寺尾） 

茂手木卓也（春日居町桑戸） 

○教育長 

山田　武人（一宮町中尾） 

■問合せ先
教育委員会　教育総務課　総務担当
☎055（261）3336

ボ
ツ
ワ
ナ
で
ヤ
ギ
を
飼
育 

 

青
年
海
外
協
力
隊
員
レ
ポ
ー
ト

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
 

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

　（
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円
 

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円
 

　（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

　
利
用
券
を
提
示
す
る
と
同
伴
者
 

　
も
入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3
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寄贈された「兜造りの家 古武者のごとく」 

木
綿
布
を
介
護
保
健 

施
設
に
贈
呈 

 

施設を訪れた一宮愛育班メンバー 
 

12
月
3
日
、
日
本
画
家
の
宮
本
和

郎
氏
が
、
作
品
を
寄
贈
す
る
た
め
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

宮
本
氏
は
、
境
川
町
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
て
お
り
、
民
家
・
高
山
植
物

な
ど
を
題
材
に
し
た
作
品
を
描
い
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
春
日
居
郷
土
館
で
「
宮

本
和
郎
日
本
画
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

今
回
宮
本
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
作

品
は
、
同
日
本
画
展
に
お
い
て
初
公

開
さ
れ
た
「
鶯
宿
の
初
夏
」
、「
上

芦
川
」
、「
兜
造
り
の
家
　
古
武
者

の
ご
と
く
」
で
す
。
 

宮
本
氏
が
日
本
画
 

3
作
品
を
寄
贈
 

 日本
画
贈
呈
式

12
月
15
日
、
一
宮
愛
育
班
が
、
木

綿
布（
タ
オ
ル
）を
サ
ン
テ
い
ち
の
み
 

や
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
芙
蓉
に
贈
呈

し
ま
し
た
。
 

一
宮
愛
育
班
で
は
、
毎
年
、
各
家

庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
木
綿
布
を
回

収
し
、
町
内
の
介
護
保
健
施
設
に
贈

呈
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

贈
呈
さ
れ
た
木
綿
布
は
、
施
設
の

高
齢
者
が
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
雑
巾

を
縫
う
際
に
使
わ
れ
、
出
来
上
が
っ

た
雑
巾
は
、
施
設
で
活
用
さ
れ
た
り
、

小
学
校
や
保
育
園
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

一
宮
愛
育
班
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～高畠氏プロフィール～

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

2
月
18
日（
木
）・
25
日（
木
） 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
 

2
月
4
日（
木
） 
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

2
月
6
日（
土
）・
13
日（
土
）・
20

日（
土
）・
27
日（
土
） 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

2
月
9
日（
火
）・
23
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

2
月
6
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
3
時
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

2
月
19
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

2
月
3
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

2
月
17
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

2
月
13
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

〜
お
は
な
し
会
〜
 

2
月
7
日
（
日
）
・
14
日
（
日
）
・

28
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

2
月
12
日（
金
）・
19
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
 

2
月
21
日（
日
）午
後
2
時
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

2
月
6
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

日（
水
）・
24
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 

も
も（
乳
幼

児
向
け
）
 

2
月
9
日（
火
）・
23
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！（
小

学
生
向
け
）
 
 

2
月
13
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

2
月
20
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

2
月
27
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
） 

●
御
坂
図
書
館
 

3
日（
水
）・
10
日（
水
）・
17
日（
水
）・

24
日（
水
）・
26
日（
金
） 

●
一
宮
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
11
日（
木
）・

15
日（
月
）・
22
日（
月
）・
26
日（
金
） 

●
八
代
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
11
日（
木
）・

15
日（
月
）・
22
日（
月
）・
26
日（
金
） 

●
境
川
図
書
室
 

7
日（
日
）・
11
日（
木
）・
14
日（
日
）・

21
日（
日
）・
28
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
12
日（
金
）・

15
日（
月
）〜
19
日（
金
）【
蔵
書
点

検
】・
22
日（
月
）・
26
日（
金
） 

2

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

2
月
13
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会
 

2
月
3
日（
水
）・
10
日（
水
）・
17
 

1978年岐阜生まれ。東京造形大学美術学科絵画専攻卒業。絵本作家、イラ
ストレーターとして活躍中。父は絵本作家でイラストレーターの高畠純氏。
「むかったさきは・・・」で第25回講談社絵本新人賞佳作。「メガネをみ
てよ！」で第4回Pinpoint Picture Books Competition入選。
【主な作品】「ぼく・わたし」、「チータ大セール」、「でっこりぼっこり」、「だ
るまだ！」など

今話題の絵本作家、高畠那生（たかばたけ 

なお）氏がやってきます！ユーモアたっぷり

の作品のお話をたくさんしてくださいますの

で、お楽しみに！！

■日　時　2月25日（木）　午前11時から

■場　所　石和図書館　2階アートギャラリー

県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。月と火星、冬のダイヤモンドが見られます。

■日　時　2月23日 （火）　午後7時～8時
■場　所　学びの杜みさか・御坂図書館外庭
■定　員　30人　
■参加費　無料
※事前申込が必要です。

大切な人に贈る、愛のメッセージカード作製キッ
トをプレゼントします。

■日　時　2月1日（月）～14日（日）
　　　　　午前10時から（なくなり次第終了）
■場　所　市内各図書館

2月22日は夫婦の日です。司書がおすすめ
する夫婦にまつわる本を各館で展示します。
また、リストも作成します。どうぞご覧く
ださい。

■日　程　2月1日（月）～28日（日）

夫婦の日おすすめ本の展示　図書館バレンタインデー 
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